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                           学校プロフィール            

                                                                      鈴鹿市立明生小学校 
 

   記 述 項 目 

 

              記  述  内  容 

 

 

 

 １ 目指す学校像 

 

 ○一人ひとりの人間性が尊重され、子どもが生き生きと学ぶ学校 
・創造的な文化、豊かな情操をはぐくむ学校 
・確実な学力の定着を図り、自己表現のできる学校 

  ・安全で潤いのある教育環境の中で、楽しく過ごせる学校 
  ・地域の人たちとつながり、地域に開かれた学校 
 

 

 

 ６ 学校経営の基本方針 

  について 
 

 １ 人権教育、教科の研修・実践を充実させ、基礎学力の定着とコミュニケ－ション能力を

身に付けさせる。 
 ２ 子どもの個性を大切にし、自己実現する場を設けるとともに、異文化にもふれさせ、 

より豊かな人間性を養う。 
 ３ 安全で安心できる物的・心的環境作りに取り組み、楽しい学校生活ができるようにする。 
 ４ 地域の人と豊かで継続的な交流ができ、真に地域に愛される学校にする。 
 

 ２「価値」を提供する 

   相手方について 
  ①相手方の区分 
 

 

   児  童 

 

 

   保 護 者 

 

 

   地  域 

 

 

   中 学 校 

 

 

  ②現在の要求・期待 

 

 ・楽しい学級 
 ・友達がいる 
 ・勉強が分かる 
 ・みんなで遊ぶ 
 ・楽しい行事 
 

 ・基礎学力定着 
 ・思いやり 
 ・安全な学校 
 ・意思疎通の図 
  れる学校 
 

 ・開かれた学校 
 ・社会人として 
  の基礎を 
 ・集団のル－ル 
 ・安全な学校 
 

 ・基礎学力の定着 
 ・学習規律や生活習

慣の定着 
 
 

 

  ③要求・期待の将来 
    変化 
 

 ・楽しい学級 
 ・勉強が分かる 
 ・もっと楽しい行事を 
 ・いじめのない学校 
 

 ・基礎学力定着 
 ・個に応じて 
 ・もっと開放を 
 ・安全な学校 
・外国語教育 

･教育環境整備 

 ・開かれた学校 
 ・地域との交流 
 ・集団のル－ル 
 ・社会人として 
  の基礎 
 ・安全な学校 
 

 ・学力の定着 
 ・問題行動への指導 
 ・情報交換を密に 
 

 

 ３ 学校を取り巻く環境 

 変化について 
 

 ・学童保育に預ける家庭が増加している。 
 ・長時間就労が多く、子どもの生活に関心が薄い家庭が増加している。 
 ・家庭の形態が多様化（片親家庭など）し、要求や要望も多様化している。 
 ・外国籍児童の増加と多国籍化し個別対応が難しくなっている。 
 ・不審者や不審者情報が一時よりは減ったが近辺の状況からは厳しい状況である。 
 ・地域からの協力や支援が増えてきている。 
  

 ４ 教職員の人材育成 

    について 
 

 ・教員との意思疎通を図り、ともに評価をし、進歩を確実なものにする。 

 ・研修時間を確保し、授業の指導技術の向上を図る。特に新規採用者とともに力を磨く。 
 ・自分の得意な分野の研修を推進し、個性を磨く。多様なニーズに対応できる教師集団。 
 ・校務分掌についての自覚を持たせ、活動を評価していく。 
 

５ パートナーについて 

 ①主要なパートナー 
 

  保 護 者 

 

  地 域 

 

 平田野中校区の 
 小中学校 
 

 関係機関・関係団体 

 

 ②パートナーとの 
   関係の将来変化 
 

 ・支援の必要な家庭 
  が増加 
 ・ＰＴＡ活動のあり

方に工夫必要 
  

 

 ・学校に協力的 
 ・関心が大 

 ･情報の共有化 

 ・互いの連携が 
  強化 
 ・取り組みの情 
  報交換 
 

・連携と協力体制の強化 

 ７ その他情報 

 ①児童生徒数 
 ②教職員数 
 

 

 ①３６４名 

 ②３０名（校長、教頭、教諭15、県費講師2，県費非常勤講師3，市費非常勤講師2､ 

外国語指導助手1、心の相談員(週２回)1、養教，主査，労務員，介助員） 

 


